
●展示コーナー ●特集コーナー

　西郷測候所にご協力いただいて、観測器具や西 　世間は夏休みの真っ只中。羨ましいと感じてい

　郷の天気の特徴などがわかるパネルを展示して 　るのは自分だけじゃないはず・・・。

　います。８月だけの展示ですが、途中で何回か 　夏休みが無くても本の中でなら世界中どこだっ

　入れ替えをおこないますのでお見逃しなく。 　て行けちゃいます。

●えほんコーナー
１９年度 ●絵画を展示しています
１８年度 　雑誌コーナーに町内在住、八幡恒夫さんの 　夏はどこかへ出かけたくなる季節です。

例年夏休みに入ると子どもたちの姿を毎日たくさん見ますが、今年は子どもたちの利用が少 　油絵を展示していますのでご鑑賞ください。 　絵本の中の住人も様々なぼうけんをします。君

なくなっているように感じました。８月には夏休みだけのお話会を企画していますので、子 　展示期間は９月３０日までです。 　はどんなぼうけんにあこがれるかな？

どもたちの利用促進につながればいいと思います。

【影絵の騎士】 近未来のｽﾗﾑ化した東京で、TVﾈｯﾄﾜｰｸを通じた連続

　　大沢在昌　著　　集英社 殺人事件発生。私立探偵が真相究明に挑む。

【こうちゃんﾚｼﾋﾟ和食がいちばん！】 Yahoo!の人気ﾌﾞﾛｸﾞ「こうちゃん簡単ﾚｼﾋﾟ」をｱｯﾌﾟして

　　相田幸二　著　　ｳﾞｨﾚｯｼﾞﾌﾞｯｸｽ いる著者が、ﾌﾞﾛｸﾞ未発表の新作和食46品を紹介。 　　今年は、夏休みだけのおはなし会を開催し 　　　花壇を整備してくださるという方が
【手紙】 最近、図書館で一番人気作家の東野圭吾の作品です。 　ています。対象は小学生で、ストーリーテリ 　　　現れました。少し前に職員で草抜き
　　東野圭吾　著　　毎日新聞社 毎日新聞日曜版連載の単行本化。 　ングを中心としたおはなし会です。 　　　をして以来放置されていた花壇がき
【祖父母業】 親とは違う役割を教えてくれる一冊。かわいい孫に自 　　毎週木曜日の午後３時から３時半までおは 　　　れいになってきました。
　　ｺﾞｯﾄﾞﾌﾘｰ ﾊﾘｽ　　ﾒﾃﾞｨｱﾌｧｸﾄﾘｰ 分がしてあげられることは・・・。 　なしの部屋でおこないます。（お盆の１６日 　　　暑い中での作業、ありがとうござい
【さいほうの基本】 ﾎﾞﾀﾝつけから、小物・洋服まで、簡単なものから順に 　はありませんのでご注意ください。） 　　　ます。
　　角川SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 26種類の作品の作り方を紹介。裁縫初心者に。

【るるぶ京都大阪神戸】 交通のアクセスもよく、移動がらくちんな3都市。とこ 　　？？？ストーリーテリングとは？？？
　　JTBﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ とん楽しむ王道ﾌﾟﾗﾝ、京ごはんなどを特集。 　　話し手が題材となるお話を覚え、聞き手 　　　以前、花壇の整備をしてくださっていた松本

【かってまま】 江戸を襲った火事が元で、おさいの波乱に満ちた人生 　　に語り聞かせることです。 　　　一利さんがお亡くなりになりました。

　　諸田玲子　著　　文藝春秋 が始まる。健気に生きる娘の七つの出会いの物語。 　　お話を語って聞かせることで、子どもの 　　　ご冥福をお祈りいたします。

【ﾊﾟｯと幸せ30秒で至福ﾊﾟｽﾀ】 茹で上がりから30秒で、手早くおいしく作るﾎﾟｲﾝﾄ満載。 　　想像力をかきたて豊かな情操を育てると
　　望月利一　著　　主婦の友社 和えるだけ、ｿｰｽﾊﾟｽﾀ、ﾜｻﾞありﾊﾟｽﾀなど多数紹介。 　　言われています。

今年はちょうど７月７日の七夕にたなばたかいを
おこないました。
約50名の参加者がありました。
短冊に願い事を込めて、笹に飾ったあとはクイズ
や七夕のお話を楽しみました。
今回はボランティアの方にご協力していただいて
『どっこいしょだんご』のペープサートもおこな
いました。ペープサートを初めて見る子どもたち
がほとんどだったようで、みんな興味津々で見入
っていました。
工作では星を作り、短冊と同様に笹に飾りつけ、
それぞれおみやげに持って帰りました。
みんなの願い事が、叶いますように・・・。

入館者数 貸出人数 貸出冊数 登録者数

8,018 64
6,028
7,764

1,777 7,614

　7　月　の　利　用　状　況　報　告　

～　たなばたかいをおこないました　～
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★７月のベストリーダー★

《西郷測候所気象展》 《本の中で世界を旅する》

《ぼうけん》44
1,916

　人間たちの仲間になって仲良く暮らしていきたいと願う赤おに。「ココロノ　ヤサシイ　オニ
ノ　ウチデス。　ドナタデモ　オイデ　クダサイ。－」と立て札を立てるも、人間たちはなかな
か信用してくれません。するとそこへひょこりと現れた青おに。青おには、こんな提案をするの
です。「ぼくがふもとの村に下りて、うんとこあばれよう。うんとあばれている最中に、ひょっ
こり君がやってきて、ぼくの頭をぽかぽかなぐる。そうすれば、人間たちは君をほめ立てて、安
心して遊びにやってくるんだよ。」赤おには、それでは青おににすまないと考え込みますが、青
おには「何か一つのめぼしいことをやり遂げるには、きっとどこかで痛い思いか、損をしなく
ちゃならないさ。」と、赤おにの手を引っ張って山を下っていきます。さあ、青おにの作戦はう
まくいったのでしょうか。赤おにと人間たちは仲良くなることができたのでしょうか。青おには
一体どうなったのでしょうか。
　結末は、ぜひ、本を読んでみてください。きっと、子どもも大人も心にジーンとくるお話で
す。


